
農政の動き ２０１５年２月２７日～３月５日 

 

◇１４年産米の相対価格／最安値を更新◇ 

 ２０１４年産米の１月の相対取引価格（全銘柄平均）は、前年同期比１６．９％（２４５６円）安の

６０㌔当たり１万２０７８円と、農林水産省が発表した。前月比では０・５％（６４円）安となり、情

報提供を開始した０６年産米以降で最安値を更新した。産地品種銘柄別では、前月も取引のあった９０

銘柄中４２銘柄が上昇したが、東北と関東の一部銘柄で１万円を下回る状況が続いている。最安値は栃

木「あさひの夢」で８７４１円となった。（２０１５年２月２７日） 

 

◇ＭＡ米の第８回入札／落札はわずか０.２％◇ 

 農林水産省は、ミニマムアクセス（最低輸入量、ＭＡ）米の２０１４年度第８回売買同時入札（ＳＢ

Ｓ取引）結果を公表。予定数量の８万８６１０㌧に対し、落札はわずか２１６㌧（落札率０．２％）だ

った。国産米の価格下落が影響した。一般米の加重平均価格はキロ当たり１９１円だった。（３月３日） 

 

◇環境保全型農業／直接支払件数は８.４％増◇ 

 農林水産省は、２０１４年度の環境保全型農業直接支払交付金の取り組み状況（１月末現在）を発表

した。取り組み件数は前年度比８．４％増の１万６５２８で、面積は地域特認や堆肥の施用拡大で２０．

４％増の６万１５４２㌶となった。化学肥料・農薬の５割低減とセットで取り組む事項では、「地域特

認」が２万１３５２㌶で最も多く、「有機農業」１万３７６３㌶、「堆肥の施用」１万３５６４㌶、「カ

バークロップ」１万２８６４㌶。（５日） 

 

◇自民党議連が米価動向など農水省から聴取◇ 

 自民党の水田農業振興議員連盟は、２０１４年産米価の動向などを農林水産省から聴取した。２０万

㌧程度の売り急ぎ防止対策などで年末以降の業者間取引価格は相対取引価格水準に近づき「米取引関係

者の先安感は解消している」との報告に対し、出席議員は「安い相対取引価格で手取りが増えない」「稲

作は経営継続の危機にある」など発言した。（５日） 

 

◇１４年度の中山間地域直接支払／９９８市町村に交付◇ 

 農林水産省は２０１４年度の中山間地域等直接支払交付金の実施状況（１月末現在）を発表した。交

付市町村数は９９８で、協定数は２万８０７９、交付面積は６８万６８９１㌶で、いずれも前年度とほ

ぼ同じとなった。（５日） 

 

◇卸売市場の機能強化へ再編必要／農水省が報告◇ 

 農林水産省は、「卸売市場流通の再構築に関する検討会」を開き、機能、役割を強化する方向で中央・

地方卸売市場の再編が必要とする報告をまとめた。①生産実態や物流インフラの整備状況などを踏まえ

た各市場の経営戦略の明確化②各市場の役割に応じた市場間連携の構築――などを挙げた。２０１５年

度に策定する第１０次卸売市場整備基本方針に反映する。（５日） 


